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第45回ヨーロッパ人工臓器学会（European Society for 

Ar tificial Organs: ESAO）大会がスペイン，マドリードの
Hospital General Universitario Gregorio Marañónにて開催
された。
私は昨年もウィーンの第44回大会に参加させていただ

いたが，この時期のヨーロッパは非常に過ごしやすい。最
大の繁華街であるPuerta del solの熱気は，平日にもかかわ
らずすさまじく，阪神タイガース優勝時の道頓堀を彷彿と
させた。パエリア（スペイン風にはパエージャ）も非常に
おいしく堪能した。
昨年同様，病院の敷地内の一角で開催され，スクラブ姿

のまま発表する residentの姿もみられた。スペインらしく，
開会式はプロのフラメンコのパフォーマンスにて聴衆は大
いに盛り上がった（ちなみに昨年は，初めてHVADを埋め
込まれ心移植に至ったオペラ歌手のパフォーマンスであっ
た）。
ここまで書くと「遊びに行っているか」とお叱りを受け

てしまいそうであるが，学会も大いに盛り上がりをみせた。
CommercializeされているVADの成績や合併症に目を向け
ている者が多い中，未だ rotar y blood pumpやpneumatic 

pumpといったポンプの駆動機構とは全く異なったメカニ
ズムを持つVADの開発に関する発表が多くあり，個人的に
興味深く拝聴した。その一つは，フランスのgroupが研究
開発していて，undulating membrane pumpという，ドーナ
ツ状の膜状構造物を縦に振動させて揚程を発生させる仕組

みのようであった。素人には全く理解できなかったが，子
どもの頃にガンダムのプラモデルやミニ四駆を作った時の
ようなワクワクを久々に感じた。
その中にあって日本からの発表は数多く，300近くのプ

レゼンテーションのうち20以上を数えた。私も国立循環
器病センター時代の研究成果を発表させていただいたが，
すさまじくまくし立ててくる訛りのきいた英語（特にイタ
リア英語）はなんとかならないのかといつも思う。ただ，
日本でdiscussionしているだけでは得られない新しい示唆
をいただけることも多い。
残念ながら悪い意味でのスペインらしさも堪能すること

となってしまった，同僚が窃盗被害に遭ったのである。し
かも犯行現場と推測されるのはおそらく，スペイン最大の
美術館であるプラド美術館の，しかも荷物検査の現場であ
るというから驚きである。いわく，自分のバッグを預けて
いる際に，後ろの人が荷物を落として散逸させてしまい，
そちらに気を取られて自分のバッグから目を離したそうで
ある。バッグは受け取った際には何の変化もなかったそう
だが，後でみると中にあった財布から札束だけ抜かれてい
たそうだ。
来年度のESAOはドイツのハノーファーで開催される。

個人的にはASAIOよりこちらの雰囲気のほうが好みであ
り，チャンスがあれば参加したいと思う。
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